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堀田 直孝 

要          旨 

（趣旨） 

下記のような行為を要望する。 

・三鷹市プレミアム付商品券（デジタル）の使用期限末日残金額の返金規則策定など。 

・三鷹市プレミアム付商品券（デジタル）の利用期限前に定期的に残金総額の公開と

注意喚起など。 

・三鷹市プレミアム付商品券（デジタル）の不対応機種の一覧の公開など。 

・商品券債務を履行する際に障害となる不具合の解消の実態と未解決の障害の公開。

さらに、未解決不具合の検証の進捗の公開など。 

（理由） 

三鷹市プレミアム付商品券（デジタル）を使用するためのシステムには、三鷹市が

広報している制限を満たしている端末（ｇｏｏｇｌｅ ｐｉｘｅｌ ３ａ、 ４ａ等）

であっても使用することができないケースが発生している。三鷹市生活経済課に使用

機種や不具合の症状を報告し改善を求めても、不具合の再現性の確認や原因の追求を

せず、他の機種の調達を求められ、障害解消のめども知らされない。 

実際に利用の現場を見ても、アプリ起動から支払い完了までに要する手続ステップ

が多く時間もかかるので、スーパーのレジ等では社会的に容認される時間内で支払い

を完了させることは難しく、結局は現金で支払うことになる。このような状況では、

令和３年２月28日までに商品券（デジタル）を使い切ることは難しいと考える。 

法的にも検討すると、三鷹市は商品券（デジタル）の発行者ではなく直接債務を負

っていなものの事業主催者であり、みずほ銀行による債務不履行が発生すれば、幇助

に当たる可能性もあると考えられる。 

したがって、三鷹市として商品券（デジタル）購入者がスムーズに残額を使い切る

ための施策を実施し、さらに商品券の購入者に起因しない発生残額の返金施策を検討



しておく必要があると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


